
成洗剤と石けんを軌て、簡素消費量の減少率をみて臓触とから、石けんは、自然界に

多量の有機物負荷を与えるといえる0しかし、合成洗剤中の助剤嘲こ与える影響を無視できな

⑧チリ晩トイレットべ→パ→製造工場廃水の凝集沈殿勉壁に関する検討

チリ紙、トイレ亜パ爛ま紙パルプ産業町†分野として、典型的な層水型産業であり、
そ棚は汚濁負荷が大きく、河川に及ぼす影響はきわめて大である。

その排水処撃方蔭としては凝集沈殿処壁がよく行われている。このため、本県の某チ嘲造工

場を例にとって、古耗再生チリ紙製造廃水の凝集蜘効率化に断る知見を得、合恥っ高効

率の鯛を志向することを目的として、凝集青物灘札注入量等が適切かどうかにっいて、ジャ、テストによる基礎実験を行い、種々検討を加えた。

その結果、凝集剤の注入量と共に、凝集時のP恥姻効率に及ぼす影響はきわめて大きいこと

がわかった0また、鞄こ採用している条件は、ジャ→ストから得られた最適条件に比べて、
姻効率の上で不十分鳩件であることが明らかとなった。

q）環境部大気璃制諜・水質璃制課の改称と相監視室の新設

昭和5咋9月湖こおいては鴫粗相親御課が、それぞれ大晦蚕棚全配

改称されるとともに個所には公害監視室が、中央・川越働3保健所に設置され、大気楓水質汚濁等に関する監視、指導俸幕勧削が図られた。

このことにより、掛声哺う発生源の分析検査は、公害監視室批て実施することとな

m　調査研究課題

①窒素密化物自動碩峠勧蒔度に射る研究

鋤こ自動囁こよる大気汚染の常時監視が行われはじめ鞠汚染鴫軸が急務で

あったた軋靴動輪こ叩十分な鞠がなされているとはい克な塙そこで実
際に朗されている取壊職開轍を詞査することが必要となった。

そこで、窒素顎北働自動測定機を対褒とし、軌9年鮎降3か年にわたってそ町精度調査を

行った0初年次には傭確固有職要因であるイ叫ヤ瑚収効率、通気蒐量、吸収液

凱ど欄的軸こおける変動の葉鮎軌た02年歌では、長期的変動票差要因にっいて

詞べると黄広一化学発粗ザルツマ棚靴楓妨害ガスによる職ど抱こ関する問

題舶観た。これらの結果を塔まえ3年次には、上記淘軸凱、雛的瑚を行った。

以上の結果、化学発髄晦の安楓コンパ≠、効率にっ明おおむね良好な結果

が得られた。同時に、アンモニアによる影響は鮎られ紬った0また、ザルツマン法に凱ては、

ザルソマン係数が0・72より大きいこと、密化効率が7町翳程度であること、SO2、03などによる妨害は確がないことなどが明らかになった。

②硫黄靴物自動潮定磯硝度に断る研究

叫ユ　4－
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環境大気中の硫黄酸化物質濃度の低下に伴い、自動測定囁の環境基準濃度領域における測定精度

に関する問題点が指適されている0

そこで、硫黄酸化物自動測定機を対象とし、昭和49年度以降3か年にわたって、その精度調査

を行った。初年次には、測定凝固有の誤差要因であるインピソジャーの吸収効率、通気流量、吸収

液量などの比較的短期間における変動の実態を把握し、2年次では、溶液導電率法とパラロザニリ

ソ法の比較試験、アンモニ7等の高濃度妨害ガスによる干渉試験を行い問題点を抽出した03年次

には、これらの結果から、影響の大きいアンモニア、塩素、塩化水素について環境中濃度を実測し、

現実の濃度領域における影響を調べた○また、アソモニア除去のためのシュウ酸トラップの効果を

試験した。その結果、次のことが判明した。（l）塩素、塩化水素などは測定噂に正の影響を与えるが、

一般環境中の濃度は極めて低く、その影響は無視できる○しかし、アンモニアは負の影響を与え大

気中にかなり存在していることから、その影響は無視できない。（2）シュウ酸トラップは、SO2を

通過させ、アンモニアを完全に除去することができる。しかし、同時にシュウ酸の昇華による正の

影響にも注意が必要である○

③　簡易測定法による硫黄酸化物及び窒素酸化物の測定について

大気中の硫黄酸化物や、窒素酸化物の簡易測定法には、二酸化鉛法やアルカリ炉航法があるが、

これらの方法に対しては、種々の気象条件が影響を及ぼすといわれている。

そこで、この二法を用いて、県内22地点で、硫黄酸化物や窒素酸化物の環境測定を行い、月別、

季節別の汚染分布図等を作成するとともに、暴露期間、測定値の変動係数等を調査し、二法の比較

その結監これら二法のあいだには、降雨量の少ない時期には、高い相関がみられたのに対し、

降雨量の多い時鄭こは、相関は高くなかったなどの結果を得た0

④　キュポラにおける硫黄の分配に関する調査

本県には、キュポラが綺500基設置されており、総量規制などの関連で、キュポラから排出さ

れる硫苛酸化物の実態を把塩することが急がれた0

そこで、キュポラについて、煙道排ガスや原料中の硫黄量を調査し、コークスから発生する硫黄

酸化物が、煙道排ガス、スラグ、ばいじん、溶湯等ハ㍉どのように分配されるかを検討した0

その結監コークス軋硫黄の分配率は、平均で、酒場へ54‰、排ガスへ32タ左－スラグへ

18ヲ言、ぱいじんへ5％であった○

また、鋼層配合比が大きくなるほど、排ガスへの分配率が小さくなり1溶蕩への分配率が大きく

なるという結果を得た。

⑤　湿性大気汚染調査（第2報）

酸性雨原因物質解明の一環として、雨水成分の測定を引き続き行い－その測定結果の検討を行っ

た。49、50年度の測定結果から、低p＝の降酌6、7月の梅雨期に多かったこと、この時期

に健康被害が発生したことを考慮して－6月から8月にかけて県内数カ所（川口ー東松山熊乱

浦和）において、雨水成分の測竃を実施した。その結果、低やHの降雨については、50年度調査

では梅雨期に集中したのに対し、この調査では季節的特徴がはっきりしなかった0また、低pHの

原因物質については、50年度調査では硝酎オンが推定されたのに対し、この調査では、硝酎

ォソのほかに硫酸イオンが強くはたらいていることが推定された0

⑥　大気汚染自動測定機の保守管理に関する検討

大気汚染常時監視に用いられている自動測定故軋手分析を半自動化したものが大部分を占めて
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おり、そのフィ叫ルドにおける精度維持は、保守管理に負うところが大きいのが実情である。

そこで、自動測定機の定期点検の実態を調べ、その性能及び保守管理に関する問題点について検
討した。

それらの結果、一定であるべき通気流量は、SO2計、0Ⅹ計では安定していたが、NOx計で

は型式・使用年数によっては不安定なものもあった0また0Ⅹ計では零点変動を生じることもあり、

SO2計では等価液による校正の再現性がいくぶん悪い場合もあることがわかった。一方、一吸収液

量の変動は通常ほとんどないが、その初期設定の調整方法には注意する必雪があることが認められ

た。

従って、今後すべての撥種に零点及びスパンの自動較正壊鼠アラーム機構を装備することが望

ましい。また、精度を維持管理するためには、実流量、描集効率の定期的なチェック、較正方法の

統一などの必要性が認められた。

⑦　光化学スモッグの流跡線解析

光化学汚染の原因を解明するた捌こは、汚染気塊の移流及び変質を考慮しなければならない。気

塊の移流を把握する方法として、地上の風を用いた流跡線を求め、その繰上の汚染濃度変化を追跡

した。

流跡線手法による予測値と実軌値の適合性は、一般に風が強い程良く、また、ノソリフト、バル

ーン調査結果との比較から上空約300〝Zの気塊は、地上の約1・5倍程度早く移動していることが

認められた。

この手法を用いて、汚染物質の移流経路を推定することが可能となり、光化学スモッグ高濃度日

の例からは、広域的な発生源の影響が大きいことが示唆された。

⑧　河川のBODとCODの相関関係について

有機汚濁物質の指標としてBOD、CODが広く用いられている。公共用水域でこの両者にどの

ような関係があるか検討した0公共用水域のBODは、工場排水の規制等もあり、数年来囁著に減

少し、CODも同様に減少の嶺向を示している0また、BODとCODの両者の相関関係における

回帰係数からみると、BODの減少割合に比べ、CODの減少割合が少ないことがうかがわれる。

そのため、CODがBOI）の2倍になるような河川も現われた。

⑨　へい死魚の死因究明に関する研究（第1報　シアンによるへい死〕

河川、湖南等で水質汚濁による魚のへい死事故が発生した場合、その原田究明の補足的手段とす

るため、魚体の体表面検定法の可能性について、検討を行った。

その結果、へい死負からシアンを検出する方法として、グアヤク試験紙法、及びピクリン酸試験

紙法が一葉際に適用できることが明らかになった。

昭和5　2年度

（1）環境部公害対策課の改称と公害監視室の追加新設

昭和52年4月、本庁においては、環境保全行政の総合的な堆准を図るため、公害対策課が環境管

理課と改められた0このことにより、公害センタ叫は、環境管理課の出先機関として位置づけられた。

同時に、公害監視室が春日部保健所に設置され、県東部における公害行政の酎ヒが図られた。
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